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自己評価作成日 平成27年12月30日 評価結果市町受理日

事業所目標を立て、目標達成に向けチーム一丸となって取り組んでいること。また日々の職員と
の会話や職員同士の会話を大切にし個々の思いを皆で受け止め、直面している問題を勉強会や会
議で検討し、チームで統一したケアを目指していること。

「良かったを増やす」との法人理念と年度方針が法人から提示され、それに基づき職員相互の
話し合いのうえ「事業所目標」を定め、目標達成への進捗状況を月２回の話し合いで検証するこ
とにより、利用者・家族の希望に沿った支援を提供している。今年度は、事業所目標達成の手段
として、事務所ロッカー横に掲示板を掲げ、そこに「気付きメモ、ヒヤリハット、改善提案」の
３項目に関するメモを職員がその都度貼り付け、月２回そのメモ１つ１つについて話し合う事で
課題の共有に努めている。その結果として①介護計画が日々の業務の中心となっている。②職員
全員の意思統一と知識・技術の個人差の解消が図られている。③現状に満足する事無く、常に挑
戦し改善していく意欲がある。の３点で顕著な向上と前進が見られ、職員（特に新人）の成長と
活き活きとした姿が見える。

１ 自己評価及び外部評価結果
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所在地
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一般社団法人広島県シルバーサービス振興会
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえ
た事業所理念をつくり，管理者と職
員は，その理念を共有して実践につ
なげている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮ら
し続けられるよう，事業所自体が地
域の一員として日常的に交流してい
る。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げて
いる認知症の人の理解や支援の方法
を，地域の人々に向けて活かしてい
る。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービ
スの実際，評価への取組み状況等に
ついて報告や話し合いを行い，そこ
での意見をサービス向上に活かして
いる。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの
取組みを積極的に伝えながら，協力
関係を築くように取組んでいる。

5 4

2 2

3

4 3

1  

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

　法人より、理念＝「良かったを増や
す」と年度方針の策定を受け、事業所
職員間の話し合いの下「年度目標」を
定め、法人の全体会議で発表してい
る。理念の共有と実践、及び事業所目
標達成の為に、毎月２回話し合いの場
を設けて、それらの進捗状況と課題を
検証し、対策を講じている。

全職員が会社全体の理念を踏まえた上
で、行っていきたい介護像について話
し合い、地域の中でより良く暮らせる
よう、事業所独自の目標を作成してい
る。

自己
評価

外部
評価

項目

1

市の開催する介護保険事業所説明会な
どに積極的に参加し、サービス向上に
努めている。

　各種報告・申請等は、法人の事務局
と介護支援専門員が主たる窓口として
対応している。管理者は、市が主催す
る説明会、研修会等に積極的に出席
し、市の担当者との交流を深めると共
に各種相談や現況報告を行い、お互い
の協力・信頼関係づくりに努めてい
る。

日々の挨拶を交わしている内、最近で
はご近所の方から先に気付き、挨拶を
してくださる機会も増えてきた。野菜
などを持ってきてくださる事もあり、
交流する機会は安定してきている。

　最近は、地域との交流が以前に比し
薄らいでいる感があるので、この度管
理者が交代した機会を捉え、常日頃の
挨拶、町内会会員としての役割、積極
的な行事参加、中学生の体験学習の受
け入れ等の機会を活かして、更なる地
域との親交を深めるよう取り組まれて
いる。

運営推進会議で取り上げられた内容は
カンファレンスなどで報告し、職員全
員で検討を行い、サービスの改善・向
上に活かしている。

　運営推進会議は、利用者・家族・民
生委員・地域住民・職員の参加で開催
され、主にイベント（敬老会・家族
会・食事会）の報告が主体となってい
る。

　本来の運営推進会議の主旨を今一度
確認し、定期的開催・参加メンバー・
議題等を検討し、充実した運営推進会
議が開催される事を期待したい。

直接地域の高齢者の暮らしに役に立っ
ているとはいえない。

2 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち，利用者
の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い，
防止に努めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち，個々の必要性を関係者と
話し合い，それらを活用できるよう
支援している。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際
は，利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね，十分な説明を行い理解・納
得を図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理
者や職員並びに外部者へ表せる機会
を設け，それらを運営に反映させて
いる。

5

8

6

9

7

6

10

身体拘束についての勉強会は定期的に
行っており、研修に参加する場合もあ
る。学んだ内容をカンファレンスなど
で発表し、職員全員で理解、認識し、
ケアにつなげている。玄関、階段の施
錠は夜間のみ行っており、日中は開放
している。

　年２回開催される研修会にて、身体拘束をしない
ケアの徹底が図られ、職員は日常的に細心の注意を
払っている。例えば、ある利用者が排泄用パッドを
どこでも取りだしてしまい、周囲からも又、衛生上
も問題なので対処方法を話し合い、ホック付きのス
ラックスを使用して、ホックに手がかかると即座に
トイレ・個室誘導をして対処する事が話し合われ
た。ホック付きスラックスは「身体拘束とならない
か？」との職員意見が発せられ、職員間で話し合
い、家族に事情報告と了解を得た上でスラックス使
用に至っている。

勉強会で学ぶ機会をもうけ、各職員に
意識づけている。

事業所の勉強会などで学ぶ機会をもう
けている。未だ必要性はないが、今後
活用していきたい。

細かく説明を行い、疑問があればその
都度お聞きし、理解、納得して頂ける
よう努めている。

玄関に意見箱を設置すると共に、面会
時、具体的に何か要望や意見がないか
お聞きしている。運営推進会議や家族
会などで頂いた意見は、職員全員に報
告し、以降のケアに活かしている。

　家族からの意見や要望は、面会やイ
ベント案内時、電話等の種々の機会を
捉え、伺うよう努めている。併せて、
何でも言えるような職員と家族の信頼
関係づくりや、利用者の日常の生活ぶ
りを毎月の「ようき法成寺通信」で伝
え、意見が出し易いよう工夫されてい
る。

3 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け，
反映させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力
や実績，勤務状況を把握し，給与水
準，労働時間，やりがいなど，各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し，法人
内外の研修を受ける機会の確保や，
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と
交流する機会をつくり，ネットワー
クづくりや勉強会，相互訪問等の活
動を通じて，サービスの質を向上さ
せていく取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
本人が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，本人
の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

ご本人に安心して日々過ごしていただ
けるよう、思いをくみ取ると共に、安
心して胸のうちを話していただける関
係づくりに努めている。

12

11 7

地域の研修に参加したり、実習で知り
合った同業者とのつながりを大切に
し、サービスの質を向上させていける
よう努めている。

14

15

13

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

個人面談の際やカンファレンス、日々
の関わりの中で、意見を聞く機会をも
うけている。

　日々のケアの気付きや改善提案は、そ
の都度掲示板にメモとして貼り付け、月
２回の話し合いで共有し、実践に活かさ
れている。法人代表者が機会を見つけて
は、職員一人ひとりに「何か困っている
事とかアイデアは無いですか？」と問い
かける事が、職員の使命感とモチベー
ションの向上に繋がっている。

職員の勤務状況や胸の内を語りやすい
よう、日々の会話を大切にしている。
定期的に面談や必要に応じて話し合い
を行う機会をつくり、改善しながら働
きやすい環境づくりに努めている。

外部の研修に行く機会を設けたり、事
業所内や会社全体の研修を行うこと
で、職員のスキルアップを行ってい
る。また、個人の教育計画をたて、達
成に向けて進めている。

4 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，
家族等が困っていること，不安なこ
と，要望等に耳を傾けながら，関係
づくりに努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，
本人と家族等が「その時」まず必要
としている支援を見極め，他のサー
ビス利用も含めた対応に努めてい
る。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立
場に置かず，暮らしを共にする者同
士の関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立
場に置かず，本人と家族の絆を大切
にしながら，共に本人を支えていく
関係を築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう，支援に努めている。

ケアマネージャーと連携を図り、その
時必要なケアサービスを見極めていけ
るよう努めている。

ご利用者を人生の先輩として尊敬し、
介護される一方の立場に置かず、一緒
に生活するなかで、喜怒哀楽を共に感
じあえる関係づくりを築けている。

ご利用者とともに、ご家族に心から信
頼していただけるよう、気軽に何でも
言える雰囲気作りを心掛けている。

18

16

17

20 8

19

ご本人の状態や気持ちに変化があった
場合は、面会時、又は電話などで報告
し、ご本人との絆を大切にしながら、
共に支えていく関係を築けている。

個々の馴染みの人や場所などを職員全
体が把握し、面会時に談笑しやすい環
境づくりや、外出時に馴染みのある場
所へお連れしたりと、支援に努めてい
る。

　「こだわりシート」活用による利用
者の情報を基に、月１回の墓参りや行
きつけだったお店、及び今までに住ん
でいたところに出かけ、これまでの習
慣が途切れないよう支援し、友人・知
人来訪時には、これからも引き続き面
会に来て頂けるよう、様々な配慮をさ
れている。

5 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひ
とりが孤立せずに利用者同士が関わ
り合い，支え合えるような支援に努
めている。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了して
も，これまでの関係性を大切にしな
がら，必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし，相談や支援に努め
ている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望，意向の把握に努めている。困難
な場合は，本人本位に検討してい
る。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方，生活環境，これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努めてい
る。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身
状態，有する力等の現状の把握に努
めている。

21

24

25

23 9

面会時に、個々の思いや暮らし方の希
望・意向などをご家族や、日々の暮ら
しの中でご本人から聞き取り把握し
て、本人本位に努めている。

ご利用者同士の関係を把握し、気の合
うご利用者同士が、時間を共有できる
環境づくりに努めている。うまくかか
わることが難しいご利用者には、職員
が傍に寄り添い、支えあえるような関
係づくりに努めている。

契約が終了されたご家族が、職員やご
利用者に話しにこられたりと、いい関
係が築けている。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

　日々のケアを通じて、思いや意向の
察知に努め、「こだわりシート」の活
用で、情報の蓄積と職員間での共有を
行っている。意思表示が困難な利用者
には、家族や友人・知人から情報を得
るよう努め、利用者の意に即したケア
の在り方に取り組んでいる。

アセスメントの段階で確認を行い、そ
の後も面会時にご家族、ご本人よりお
聞きしたことを記録に残し、全員で把
握に努めている。

個々の一日の過ごし方や心身状態など
を、口頭や記録などで細かく残し、全
員が把握するよう努めている。

6 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について，本人，家
族，必要な関係者と話し合い，それ
ぞれの意見やアイデアを反映し，現
状に即した介護計画を作成してい
る。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気
づきや工夫を個別記録に記入し，職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生ま
れるニーズに対応して，既存のサー
ビスに捉われない，柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し，本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る。

○かかりつけ医の受診診断

受診は，本人及び家族等の希望を大
切にし，納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら，適
切な医療を受けられるように支援し
ている。

26 10

28

29

27

30 11

ご本人、ご家族から要望等についてお
聞きし、全員で共有後、随時介護計画
を立てている。

　職員は介護計画を熟知し、毎月のカ
ンファレンスでモニタリング結果と意
見具申を行い、ケアマネージャーはそ
の職員意見と家族・医師・関係者の意
見を総合的に勘案して、介護計画が利
用者にとって現状に即した最善のもの
となるよう取り組んでいる。

趣味や様々な活動に応えていけるよ
う、地域の行事に参加したり、ボラン
ティアに来ていただいたりしている。

日々の様子やケアの内容などを細かく
記録に残し、口頭でも情報を伝え合
い、職員全員が情報を共有ながら、実
践や介護計画書の見直しに活かしてい
る。

随時ご本人やご家族のニーズを把握、
理解し、全職員で前向きに検討し、支
援、サービスを行っている。

主治医及び、ご家族またはご本人が希
望される専門の医療機関など、個々に
とって適切な医療をうけられるよう支
援している。

　入居時殆どの利用者が、近隣の協力
医（外科・内科）に主治医を変更され
ている。協力医は毎週水曜日に往診に
来られ、毎月１回個別診察に看え、救
急時は２４時間対応可能。眼科・歯科
等の専門医の対応は職員が行い、家
族、関係者への結果報告も的確になさ
れ、適切な医療支援が為されている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを，職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し，個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるように支援してい
る。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療
できるように，また，できるだけ早
期に退院できるように，病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は，そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方に
ついて，早い段階から本人・家族等
と話し合いを行い，事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共
有し，地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て，全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い，実践力を
身に付けている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに，地
域との協力体制を築いている。

33 12

31

32

34

施設内の看護師は日々観察を行ってお
り、係りつけの医療機関の看護師とも
日々相談やアドバイスをいただきなが
ら、連携をとって支援している。

入院された際は度々面会に行き、状態
の把握・病院関係者から情報収集を
行ったり、ご家族と連絡を取り合いな
がら情報の交換を行うなど、早期退院
できるよう努めている。又、退院前に
は病院のカンファレスにも参加してい
る。

出来るだけ早い段階から主治医、ご家
族と連携を密にし、全員で取り組んで
いくようにしている。

　利用時に、重度化や終末期に向けた
方針を説明し、同意書を作成してい
る。又、平素から看取りや終末期に関
する勉強会を重ね職員教育を行い、状
況に応じて、主治医・家族と意見を交
え、最善策を講じている。

一年に一回は訓練を行っている。その
ほか個々で講習会に参加するよう促し
たり本で読んだりと、それぞれ知識の
向上に努めている。又、個々で勉強し
たことはカンファレンスで発表し、全
員で情報を共有している。

避難訓練で訪問したり、地域の方々に
対して、ご協力も頂けるようお願いし
ている。

　年２回（うち１回は消防署立ち会いの
下）避難訓練を実施しており、法人本部
を軸に管理下の各事業所との協力体制が
構築されている。玄関口には防災グッズ
も置いてあるが、２階建てで複雑な間取
り、ガスコンロの仕様等を考慮して、い
ざと云う時には素早く行動に移せるよ
う、平素の訓練の積み重ねや近隣地域の
協力体制確立に取り組まれている。

35 13

8 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり，自己決定できるように働
きかけている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく，一人ひとりのペースを大
切にし，その日をどのように過ごし
たいか，希望にそって支援してい
る。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれ
ができるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら，利用者と職員が一緒に準備や食
事，片付けをしている。

40 15

36 14

37

39

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

38

個々の人格を尊重し、職員全員で声掛
けや対応などに注意している。事業所
内での勉強会も行っており、カンファ
レンスなどで対応の統一行っている。

　利用者に対する人格尊重の姿勢は、
平素の言葉使いや態度に表れるので、
家族や第三者から疑問に思われる様な
事がないよう、常々話し合っている。
また、利用者の尊厳確保と入浴時や排
泄に関する事等をはじめ、プライバ
シー保護に関しても充分配慮した取り
組みが為されている。

職員主体にならないよう充分に気を
配っている。伝わりにくい方には選択
できるような声掛けに変えたりと、出
来るだけ本人に選択していただいたり
と個々に合わせて支援している。

業務、職員の都合を優先せず、個々の
ベースを大切にし、ご本人の希望に
沿った一日を過ごしていただけるよう
支援している。

髪型、服装など、ご本人に選択してい
ただけるよう努めている。難しい方に
は色の好みやその日の気温などをお伝
えし、複数の中から選択していただい
たりと、個々にあわせて支援してい
る。又、昔馴染みの理髪店などを希望
される場合はお連れしている。

買い物に一緒に行き、好物やその日に
食べたいものをお聞きしている。又、
メニューも一緒に考え、食事作りも手
伝っていただきながら、食事が楽しみ
なものになるよう努めている。

　日々のメニューを考え、買い物、調
理、配膳等、一連の食事に関する流れに
は、職員と利用者が共に行い、調理の臭
い・音から食事に対し期待感が湧くよう
取り組んでいる。時にはイベントで家族
や近隣の住民といった、いつもと異なる
賑やかな雰囲気、外食等の変化をつけ
て、楽しく食事が出来るように工夫を凝
らしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が
一日を通じて確保できるよう，一人
ひとりの状態や力，習慣に応じた支
援をしている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う，毎食後，一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し，一人ひとりの力や排泄のパター
ン，習慣を活かして，トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，
飲食物の工夫や運動への働きかけ
等，個々に応じた予防に取り組んで
いる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように，職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに，個々に応じた入浴の支援を
している。

41

17

42

44

43 16

45

毎日記録に残し、個々の平均値の把握
もしている。個々に応じた形で対応し
ている。

個々にあわせた方法で、口腔ケアを
行っている。

個々の排泄パターンや習慣を把握し、
排泄の失敗により、自尊心が傷つかな
いよう注意しながら、できるだけ自立
した排泄を行っていただけるよう支援
している。

　トイレでの排泄と布パンツ使用を基
本に、個別の排泄パターン、習慣を把
握し、適切なトイレ誘導を行う事で、
日中は約８割弱の方が布パンツで過ご
されている。排泄の自立支援は困難な
テーマの１つであるが、職員は常に利
用者に目を向け、気配りをしている。

すぐに薬に頼ることはせず、腹部の
マッサージや食物繊維の含まれる食品
を多く献立に入れたり、エクストラ
バージンオイルの使用や、牛乳や豆乳
を飲んでいただくなど、水分摂取の配
慮などに努めている。

希望のある方は、極力希望通りに対応
している。訴えの少ない方も曜日や時
間など職員の都合だけでなく、ご本人
の思いや体調を大切にしている。

　一般家庭の浴室と同じ造りで、個
浴、１日３名、午後２時～午後５時の
間に入浴されるので、基本的には週２
回～３回の入浴となっているが、利用
者の希望には極力沿えるよう努めてい
る。「湯船に浸かり、寛ぐ」事を重視
し、入浴剤やゆず湯、菖蒲湯等も活用
されている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて，休息したり，安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用，用法や用量について理解
しており，服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように，一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割，嗜好品，楽しみご
と，気分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て，戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また，普段は行けない
ような場所でも，本人の希望を把握
し，家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援してい
る。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大
切さを理解しており，一人ひとりの
希望や力に応じて，お金を所持した
り使えるように支援している。

18

50

47

46

48

49

就寝時間は決まっておらず、個々の希
望される時に休んでいただいている。
訴えのない方は、表情を観察したり、
声掛けを行い、ご本人が気持ちよく休
んでいただけるよう支援している。

薬については参考資料を置いたり、処
方箋などで把握し、全職員で共有して
いる。新しく処方された薬は、口頭や
記録などに残し、全員が内容を把握す
るよう努めている。

今までの生活歴をご家族、ご利用者か
ら伺い、それを活かせる環境つくり
や、楽しめる時間を設け、気分転換を
していただけるよう支援している。

地域の方の協力はお願いしていない
が、ご本人の外出希望がある日、また
は天気の良い日には出かけている。遠
方や個別になる場合は、ご家族と相談
し、協力を得て行っている。買い物は
全てご利用者と共に行っている。

　日常的には、周辺の散歩や買い物等
に出かけ、利用者の希望に沿って馴染
の場所や人に会いに出かけたり、行事
やイベントを行い、気分をリフレッ
シュしている。個別に釣りの好きな利
用者と海辺・岸壁に釣りに行く事もあ
る。

ご家族、本人よりご希望のある方は所
持して頂き、自由に使えるようにして
いただいている。普段はお預かりして
いるが、買い物時に所持して頂き、一
緒に買い物に行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

項目

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話を
したり，手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，
気の合った利用者同士で思い思いに
過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人
や家族と相談しながら，使い慣れた
ものや好みのものを活かして，本人
が居心地よく過ごせるような工夫を
している。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，
安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

55

52 19

53

54 20

51

色々な場所に机や椅子を置いており、
ご本人が過ごしやすい空間づくりに努
めている。

希望がある場合は、自ら電話で話しを
していただいている、手紙は職員が投
函し、安心していただけるようご本人
にお伝している。

季節のものを飾ったり、四季を感じて
いただけるよう努めている。冷暖房器
具の調節、カーテンの調整などに配慮
し行っている。常にご利用者の立場で
考えている。

　適度な広さのリビングには、ソ
ファーやフットマッサージ器が置か
れ、テレビを見ながら談笑している。
食事の際の座る位置にも配慮し、気の
合う利用者同士でのんびりと１日を過
ごせるよう工夫されている。それぞれ
の季節の飾りつけも行い、四季を感じ
られるように配慮している。

居心地の良い空間で過ごしていただけ
るよう、使い慣れたものや馴染みのあ
る家具を、ご家族に持ってきていただ
いている。

　鉄筋２階建てを改造された事業所
は、畳敷きの和室・フローリングの洋
室が在り、共に押し入れと空調が準備
されている。寝具、箪笥、テレビ、カ
レンダー等、使い慣れた物や愛着のあ
るものを持ち込み、各々が落ち着いて
過ごせるような部屋作りがされてい
る。

できることはしていただき、できない
ところは手伝わせてもらっている。ご
本人が不快にならないよう注意し、自
然な声掛けや傍で見守りをさせていた
だき、トイレや居室などは一目で分か
るよう表示している。
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○

○

○

○

○

○

○

○

④ほとんどできていない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての家族と

職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

60

63

61

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

Ⅴ  アウトカム項目

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

②利用者の３分の２くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が



○

○

○

○

○

②数日に１回程度

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

③たまに

①ほぼ毎日のように

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

③あまり増えていない

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係やとのつながりの拡が
りや深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

④全くいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

66 職員は，活き活きと働けている

65

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来て
いる



（様式２）

事業所名

作成日

【目標達成計画】

1

2

3

4

5

6

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

各スタッフの当たり前
のレベルが異なると、
提供しているサービス
に違いが出てくるた
め。

グループホームようき
法成寺の当たり前を明
確にし、全体のレベル
を向上させる。

個別教育計画を作成
し、計画通り実施す
る。

計画を経て、1
年間実施。
毎月管理者の
確認。

チームワーク力を向上
し、働きやすい職場環
境にする。

チームワーク力を向上
し、働きやすい職場環
境にする。

業務分担表を導入し、
チームで協力して業務
が進めるようにする。

計画を経て、1
年間実施。
毎月管理者の
確認。

参加メンバーや運営推
進会議の内容に不十分
な点がある。

運営推進会議を適切か
つ定期的に開催し、意
義のあるものにする。

定期的に開催すること
を町内会の集会で説明
させてもらう（3月27
日予定）。
また、地域包括へも最
初の運営推進会議（4
月3日予定）への出席
を検討してもらう。
定期的に運営推進会議
を実施し、みなさんに
継続して参加していた
だく。

1年計6回開催

その日の利用者との関
わりの中で、声掛けや
身体介助（ボディー
タッチ）にまごころが
こもるため。

日々、自分の行動にま
ごころがこもっていた
か省み、明日の自分の
行動にまごころを込め
る。

振り返りシートを作成
し、日々省みる習慣を
つける。

計画を経て、1
年間実施。
毎月管理者の
確認。

２  目標達成計画

グループホームようき法成寺

平成28年2月22日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間


